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　『源氏物語』の「食」

○鈴木みのり　　吉中哲子　（日本女大）
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食　　物

　【目的】平安文学には盛大な饗宴の場面がしばしばみられるが､それらの食膳には何が供せられてい

たのか。本研究では『源氏物語』にみられる「食」について食品の種類、調理、供食、食べ方、歌へ

の詠み込みなどが、どのような意味合いを含んでいるのかを考察した。

　【方法】平安朝の「食」を食物関係の古文書『和名抄』『類聚雑要抄』『延喜式』や他の文学作品『宇

津保物語』『枕草子』『今昔物語』等から「食事の回数・時刻・献立」「調理法」を分析し、食品は

　「飯・粥・餅」「魚肉類」「野菜類」「菓子・果物類」「調味料」「飲物」に分類し、通覧した。そ

の上で、『源氏物語』の「食」について考察した。

　【結果】平安の貴族食は形式化し、『源氏物語』をはじめ、平安文学のどれを見ても、食品の味覚や

食事の快楽を述べたものはほとんどない。また、『源氏物語』の内容は「もののあはれ」であり、食

べ物の登場する場面はそれほど多くはない。しかし、物語の展開の中の重要な場面になると、その場

にふさわしい食べ物が登場して情況の描写を盛り上げる。本研究で分類した食品の中でも「野菜類」

に、その特徴が顕著にみられ、16品、63回見い出された。巻名もその多くが巻中の歌から採られて

いるように、登場する食べ物もまた、そのほとんどが歌に詠み込まれることによって、この物語に大

きな役割を果たしていることが伺えた。物語の中での前後の状況を踏まえると、現われる食べ物の種

類についても、その扱い方についても、歌への詠み込みについても、さまざまな意味を担っており、

　『源氏物語』の中の「食」はその人間の精神のかたち、存在のあり方をやどし、表象するものとなっ

ていることが明らかになった。

2Ea-2 『日葡辞書』に採録された食に関する語彙について
第５報供食、接待に関する語彙について

松本匹(女子栄養大)

　目的東北大洋狩野文庫に架蔵される聯推測理書』を理解するためには、多面的な検
討力泌要であると考え、これまではルイス・フロイス『日本史』、アレシャンドウロ・ヴ
ァリニャノ『日本巡察記』などを資料として、成立の推定を行ってきた。次いで調理方法
の記述を検討するにあたっては、まず語彙の整理が必要であるところから、『日葡辞書』
を資料として、収録される食に関する語彙を採集して検討することとした。
　方法資料の『日葡辞書』は、イエズス会宣教師が日本において聴罪、説教を行うにあ
たって必要とされる日本語習得のために長崎のコレジオにおいて編纂され、1603年に刊行
された辞書である。中世から近世にかけての日常の話し言晨を中心に、広汎な分野に亘る
語が採録されている点、当時の辞書類力嘆字を中心とした字書、歌の用語を収めた辞書の
他には存在しなかった中にあって、生活用語を研究するうえで極めて有用な資料である。
岩波書店発行の和訳『田街辞書』を底本として、それに収録される食に関する語について
全てを採取し、分類して、今回は供食、接待に関する語について検討した。
　結果食に伴う語は供食の時刻、美食、粗食の別、宗教や旅に係わるものなどが広範に
採取され、食事を世事といい、食事の時刻を陣事というなど、食を重く捉えていたことが

推察される語もみられた。宴会に関しては振舞いということ力し般的で、会席については
集会する場とあって未だ食事の形式を示す語にはなっていず、落ち着きについてもあると
ころから至嗜することとなっている。また懐石の語はみられなかった。酒についての語が
多く、酒宴での盃のやりとりなど実際に即した語が採取される傾向がみられた。
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